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4月17日 
業界関係者によるフォーラム 

 オープンプラットフォー
ム実現に大いに期待し
ている。 
 

 データ流通に関して早
急なルール作りが必要
では？ 

１．IoSオープンプラットフォームに関するフォーラム （１） 

5月16日 
業界実務者によるワークショップ 

（法務面） 

 法的枠組みとしては、データ
利用権限契約が不可欠！ 

 
（技術面） 
 データ整理、扱いのISOによる
統一化が順調に進捗。 
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１．IoSオープンプラットフォームに関するフォーラム （２） 

7月4日（本日） 
IoSオープンプラットフォームに関する公開フォーラム 

講演者（ステークホルダー）の皆様より 

  船舶データ利活用に関する考え方 

  オープンプラットフォームへの要望と期待 

 

日本海事協会より 

  これまでのフォーラムによるアウトカム 

  今後の進め方と方針 



２．フォーラムのアウトカムと今後の進め方 

公開フォーラム 

2017年4月/ 5月 

推進協議会 

2017年8月～12月 

【運営面での問題】 →共通課題として検討 

【個別プロジェクト】 
試験的運用 

実運用 
（EU-MRVなど） 

試験的運用１ （i-Shippingプロジェクトなど） 

試験的運用２ 

業界関係者による 
フォーラム 

＋ワークショップ 

7月4日 

…
 

（アウトカム） 

オープンプラットフォームを進める

ためにはデータ流通に関する明

確な分担とルール作りが不可欠

であると認識された。 

オープンプラットフォームの成立に不可欠である

データ流通に関する明確な分担とルール作りを短

期間かつ集中的に行うため、海事産業界とともに

「推進協議会」を設立する。 

＋ 
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公正なルール
（契約）が不可欠 

…
 

本日のご提案 

2018年1月～ 



2012年10月9日海事新聞 2012年10-11月号日経コンピュータ 

３．日本海事協会のデジタル戦略の方向性 （１）   

NKのデジタル戦略は 

今日始まった訳ではない！ 
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船舶管理 
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PLAN 

DO 
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３．日本海事協会のデジタル戦略の方向性 （２） 

PDCAを回すと「改善」+「向上」する 
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ただし、この場合、「運航管理」に限られる。。。 



データ 
取得 

分析 

評価 

フィード
バック 

運航・管理 
運航ログ 

機関運転ログ 

メンテナンスレポート 

など 

設計・建造 
検査 

研究開発 

検査の高度化 

合理的な管理 

実運航を踏まえた
設計・建造 

シミュレーションを
活用した開発 

３．日本海事協会のデジタル戦略の方向性 （３） 

設計データ 

製造データ 

     など 
実験データ 

CFDデータ 
など 

検査記録 

損傷データ                
など 

ビッグデータの蓄積と利用 
（IoSオープンプラットフォーム） 

ステークホルダーそ
れぞれが改善サイク
ルを回すことにより、
全員が一丸となって、
船をより良いものへ
と改善している効果
が得られる。 

オペ・船主 

造船・メーカー 研究所 

船級 
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運航・管理 

設計・建造 
検査 

検査の高度化 

+ 高度な評価 

合理的な管理 

+ 見える化による 

運航品質向上 

実運航を踏まえた設
計・建造 

+ アフターサービス 

３．日本海事協会のデジタル戦略の方向性 （４） 

オペ・船主 

造船・メーカー 

船級 
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NKのデジタル戦略 

具体例 機関運転ログ 

メンテナンス 

レポート 

例えば… 

検査カルテ 

訪船目視   ⇒  検査カルテ 

              による科学的審査 

設計値 

 

 

運航データ 

国際規則
のあり方
の変革 

などのシステム 

設計の変革 

運航・管理の
変革 

機関運転ログ 

メンテナンス 

レポート 

機関運転ログ 

メンテナンス 

レポート 



３．日本海事協会のデジタル戦略の方向性 （５） 

2017-------------------2018--------------------2020---------------2022--------------------2024-------------- 

ビッグデータを利活用した 
海事技術のロードマップ 

フォーラムを開催 
法的検討実施 

2020年代中盤時点

での最新技術を用
いて更なる高みを
目指すことも可能。 
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IoSオープンプラット
フォーム基盤確立 

データ収集技術 

設計へのフィード 
バック技術 

高度情報技術をフル活
用した船舶の開発 

CMAXS 

構造等実測 

技術者育成 

実運航デー
タの利活用 

規則の高度化 

現場への
フィードバック 

NAPA 

● 

● 

● 

基盤 

国際規則のあり方の変革 

実海域性能優位な船の開発 

建造技術の高度化 

年 

などのアウトカム 

？ 



IoSオープンプラットフォーム上のデータを活用した 

新たなサービス・製品創出による社会課題の解決、グローバルな市場・付加価値の獲得 

出所：経産省HP （一部補追） 11 

⇒ 今が日本の別れ道では？ （第４次産業革命！） 

海外のプラットフォーム
の上で、 

我が国産業が下請化 



４．まとめ 

 IoSオープンプラットフォームフォーラムにおいて、
必要なアウトカムを得ることができた。 

大和フォーラムチェアマンをはじめ関係者の皆様
に厚く御礼を申し上げる。 
 

 NKのデジタル戦略とは、オープンプラットフォーム
による大量データの集積とオープンな利活用。  

オープンプラットフォーム構想には、まず、データ利
用権など、法的課題の解決が不可欠。 

 
 この法的課題を解決するため、IoSオープンプラッ

トフォーム推進協議会を設置して短期的かつ集中
して課題解決を実行する。 
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ご清聴ありがとうございました。 


